ある 春の 夕 、 Padre organtino はたった 一人、 長い 

ほうえ すそ なんばん じ 

アビ ト (法衣) の 裾 を 引きながら、 南蛮 寺の 庭 を 歩い 

ていた。 

ひのき あいだ ば ら かんらん げっけい 

庭に は 松 や 檜の 間に、 薔薇 だの、 橄欖 だの、 月桂 

だの、 西洋の 植物が 植えて あった。 殊に 咲き 始めた 薔 

薇の 花 は、 木々 を 幽かに する 夕明りの 中に、 薄 甘い 句，^ 

に ま，， リ 

を 漂わせて いた。 それ はこの 庭の 静寂に、 何 か 日本と 

は 思われない、 不可思議な 魅力 を 添える よう だ つ た。 

オルガンティノ は 寂しそう に、 砂の 赤い 小径 を 歩き 

口才 マ だいほんざん 

ながら、 ぼんやり 追憶に 耽って いた。 羅 馬の 大本山、 

ラベ イカ ね はたんきょう おん あるじ 

リス ポアの 港、 羅面 琴の 音、 巴旦杏の 味、 「御主、 わ 



が アニマ (霊魂) の 鏡」 の 歌 II そう 云う 思い出 はい 

つの まに か、 この 紅毛の 沙門の 心へ、 懐郷の 悲しみ を 

運んで 来た。 彼 は その 悲しみ を 払うた めに、 そっと 

泥烏須 (神) の 御名 を 唱えた。 が、 悲しみ は 消えない 

ばかり か、 前より は 一層 彼の 胸へ、 重苦しい 空気 を拡 

げ 出した。 

「この 国の 風景 は 美しい —— 。」 

オルガンティノ は 反省した。 

「この 国の 風景 は 美しい。 気候 もまず 温和で ある。 土 

人 は、 —— あの 黄 面の 小人よりも、 まだし も 黒ん坊が 

まし かも 知れない。 しかし これ も 大体の 気質 は、 親し 



い。 自分 は ただこの 国から、 一 日 も 早く 逃れたい 気が 

する。 しかし —— しかし この 国の 風景 は 美しい。 気候 

もまず 温和で ある。 …… 」 

といき 

オルガンティノ は 吐息 をした。 この 時 偶然 彼の 眼 は、 

こけ ほのじろ とら 

点々 と 木 かげの 苔に 落ちた、 仄白い 桜の 花 を 捉えた。 

桜！ オルガンティノ は 驚いた ように、 薄暗い 木立ち 

の 間 を 見つめた。 そこに は 四 五本の 棕櫚の 中に、 枝 

いと ざく ら 

を 垂らした 糸桜が 一 本、 夢の ように 花 を 煙らせて いた。 

おん あるじ 

「 御主 守らせ 給え！」 

一 -っ ま 

オルガンティノ は 一 瞬間、 降魔の 十字 を 切ろうと し 

た。 実際 その 瞬間 彼の 眼に は、 この 夕闇に 咲いた 



のち なんばん じ ないじん デ ゥ ス 

三十 分の 後、 彼 は 南蛮 寺の 内陣に、 泥 烏須へ 祈禱を 

まるてんじょう 

捧げて いた。 そこに はた だ 円天井から 吊るされた ラ 

ンプが ある だけだった。 その ランプの 光の 中に、 内陣 

を 囲んだ フ レスコの 壁に は、 サン. ミグ エルが 地獄の 

悪魔と、 モォゼ の 屍骸 を 争って いた。 が、 勇ましい 大 

天使 は 勿論、 吼り立 つ た 悪魔 さえ も、 今夜 は 朧 げな光 

の 加減 か、 妙に ふだんより は 優美に 見えた。 それ はま 

みずみず ば ら 

た 事によると、 祭壇の 前に 捧げられた、 水々 しい 薔薇 

や 金 雀 花が、 句って いるせ いか も 知れなかった。 彼 は 

その 祭壇の 後に、 じつ と 頭 を 垂れた まま、 熱心に こう 

云う 祈禱を 凝らした。 



のように、 何の 理由 もない 憂鬱の 底へ、 沈んで しまう 

害 は ございますまい。 では その 力と は 何で あるか、 そ 

れは 私に はわ かりません。 が、 とにかく その 力 は、 ちょ 

うど 地下の 泉の ように、 この 国 全体へ 行き渡って 居り 

ます。 まず この 力 を 破らなければ、 おお、 南無 大慈大 

デウスに よらい じゃしゅう- わくでき 

悲 の 泥烏須 如来！ 邪宗 に 惑溺した 日本人 は 

波羅ー f 早 増 (天 界) の 荘厳 を 拝す る 事 も、 永久にな いか 

も 存じません。 私 は そのため にこの 何日 か、 煩悶に 煩 

悶を 重ねて 参りました。 どうか あなたの 下部、 オルガ 

ンテ イノに、 勇気と 忍耐と を 御 授け 下さい。 —— 」 

その 時 ふと オルガンティノ は、 鶏の 鳴き声 を 聞いた 



まうしろ しろじろ 

彼の 周囲 を 眺め まわした。 すると 彼の 真 後に は、 白々 

と 尾 を 垂れた 鶏が 一 羽、 祭壇の 上に 胸 を 張った まま、 

とき 

もう 一度、 夜で も 明けた ように 鬨を つくって いるで は 

ないか？ 

オルガンティノ は 飛び 上る が 早い か、 アビ トの 両腕 

そ-つこう 

を 拡げながら、 倉皇と この 鳥 を逐ぃ 出そうと した。 が ■ 

ふた あしみ あし おん あるじ 

二足 三 足踏み 出した と 思う と、 「御主」 と、 切れ切れ 

に 叫んだ なり、 茫然と そこへ 立ちす くんで しまった。 

この 薄暗い 内陣の 中には、 いつ どこから はいって 来た 

か、 無数の 鶏が 充満して いる、 —— それが あるいは 空 

を 飛んだり、 あるいは そこ ここ を かけまわったり、 ほ 



そぼく ひとむれ くび 

慣れない、 素朴な 男女の 一群だった。 彼等 は 皆 頸の ま 

わりに、 緒に ぬいた 玉 を 飾りながら、 愉快そう に 笑い 

興じて いた。 内陣に 群がった 無数の 鶏 は、 彼等の 姿が 

はっきり すると、 今までより は 一層 高らかに、 何 羽 も 

とさ 

鬨を つくり 合った。 同時に 内陣の 壁 は、 —— サン • ミ 

グエルの 画 を 描いた 壁 は、 霧の ように 夜へ 呑まれて し 

まった。 その 跡に は、 —— 

日本の Bacchanalia は 、 呆気 に とられた オルガン 

しんきろう 

テ イノの 前へ、 蜃気楼の ように 漂って 来た。 彼 は 赤い 

篝 の 火影に、 古代の 服装 をした 日本人た ちが、 互いに 

かわ くるまざ 

酒 を 酌み 交しながら、 車座 をつ くって いるの を 見た。 



しょ-つき 

桶の 上に 乗った 女 も、 もう 一度 正気に 返った ように、 

やっと 狂わしい 踊 を やめた。 いや、 鳴き 競って いた 鶏 

さえ、 この 瞬間 は 頸 を 伸ばした まま、 一度に ひっそり 

となって しまった。 すると その 沈黙の 中に、 永久に 美 

しい 女の 声が、 どこから か 厳かに 伝わって 来た。 

わたし こも 

「私が ここに 隠って いれば、 世界 は 暗闇に なった 害 

ではない か？ それ を 神々 は 楽しそう に、 笑い 興じて 

いると 見える。」 

その 声が 夜空に 消えた 時、 桶の 上に のった 女 は、 ち 

ら りと 一 同 を 見渡しながら、 意外な ほど しとやかに 返 

事 をした。 



があった。 

「負けです よ！」 

オルガンティノ は 気味 悪そう に、 声の した 方 を 透か 

あいかわらず ほのぐら えに しだ 

して 見た。 が、 そこに は不相 変、 仄暗い 薔薇 や 金 雀 花 

の ほかに、 人影ら しい もの も 見えなかった。 

X X 

X 

オルガンティノ は 翌日の 夕 も、 南蛮 寺の 庭 を 歩い 

へきがん 

ていた。 しかし 彼の 碧眼に は、 どこか 嬉しそうな 色が 



あった。 それ は 今日 一日の 内に、 日本の 侍が 三 四 人、 

ほうきょう にん 

奉教人 の 列に はい つたから だ つ た。 

庭の 橄欖ゃ 月桂 は、 ひっそりと 夕闇に 聳えて いた。 

みだ はと 

ただ その 沈黙が 擾 される の は、 寺の 鳩が 軒へ 帰る らし 

なかぞら はおと におい 

い、 中空の 羽音より ほかはなかった。 薔薇の 句、 砂の 

おみな ご 

湿り、 —— 一 切 は 翼の ある 天使た ちが、 「人の 女子の 美 

しき を 見て、」 妻 を 求めに 降って 来た、 古代の 日の 暮の 

ように 平和だった。 

「やはり 十字架の 御 威光の 前に は、 穏ら わしい 日本の 

霊の 力 も、 勝利 を 占める 事 は むずかし いと 見える。 し 

かし 昨夜 見た 幻 は 9 —— いや、 あれ は 幻に 過ぎない。 



と、 彼の 傍 に は、 いつの まに そこへ 忍び寄つ たか、 

昨夜の 幻に 見えた 通り、 頸に 玉 を 巻いた 老人が 一人、 

おもむ 

ぼんやり 姿 を 煙らせた まま、 徐ろに 歩み を 運んで いた。 

「誰 だ、 お前 は？」 

不意 を 打 たれた オルガンティノ は、 思わず そこへ 立 

ち 止まった。 

「私 は、 —— 誰でも かまいません。 この 国の 霊の 一 

人です。」 

ぴ しょ-つ 

老人 は 微笑 を 浮べながら、 親切そう に 返事 をした。 

「まあ、 御 一 緒に 歩きましょう。 私 は あなたと しばら 

くの 間、 御 話しす るた めに 出て 来たので す。」 



に 歌われた 恋人 同士 は 飽くまで も 彦星と 棚機津 女と で 

す。 彼等の 枕に 響いた の は、 ちょうど この 国の 川の よ 

あま がわ せおと こうが ようすこう 

うに、 清い 天の川の 瀬 音でした。 支那の 黄河 や 揚子江 

に 似た、 銀河の 浪 音ではなかった のです。 しかし 私 は 

歌の 事より、 文字の 事 を 話さなければ なりません。 人 

麻呂は あの 歌 を 記す ために、 支那の 文字 を 使いました。 

が、 それ は 意味の ためより、 発音の ための 文字だった 

しゅ-つ のち 

のです。 舟と 云う 文字が はいった 後 も、 「ふね」 は 常 

に 「ふね」 だった のです。 さもなければ 我々 の 言葉 は、 

支那 語に なって いたか も 知れません。 これ は 勿論 人 麻 

呂 よりも、 人 麻 呂の心 を 守って いた、 我々 この 国の 神 



くつ かえ しなと 

んだ 船が あれば、 必ず 覆 ると 信じて います。 科 戸の 

神 はま だ 一度 も、 そんな 悪戯 はして いません。 が、 そ 

- つち 

う 云う 信仰の 中に も、 この 国に 住んで いる 我々 の 力 は、 

おぼろ 

朧げ ながら 感じられる 害です。 あなた はそう 思い ま 

せんか？」 

オルガンティノ は 茫然と、 老人の 顔 を 眺め 返した。 

うと せっかく 

この 国の 歴史に 疎い 彼に は、 折角の 相手の 雄弁 も、 半 

分 はわから ずに しま つたの だつ た。 

「支那の 哲人た ちの 後に 来たの は、 印度の 王子 悉達多 

です。 I 」 

みち ば ら 

老人 は 言葉 を 続けな が ら 、 径ば た の 薔薇 の 花 をむ し 



さんたち に、 限った 事ではないでしょう。 どこの 国で 

も、 —— たとえば 希臘の 神々 と 云われた、 あの 国に い 

る 悪魔で も、 —— 」 

「大 いなる パン は 死にました。 いや、 パン もい つか は 

またよ み 返る かも 知れません。 しかし 我々 はこの 通リ、 

未だに 生きて いるので す。」 

オルガンティノ は 珍しそう に、 老人の 顔へ 横 眼 を 

使った。 

「お前さん は パン を 知ってい るので すか？」 

「何、 西 国の 大名の 子た ちが、 西洋から 持って 帰った 

と 云う、 横文字の 本に あつたの です。 II それ も 今の 



話です が、 たとい この 造り 変える 力が、 我々 だけに 限 

ら ないでも、 やはり 油断 はなり ません よ。 いや、 むし 

ろ、 それだけに、 御 気をつけな さいと 云いたい のです- 

我々 は 古い 神です からね。 あの 希臘の 神々 のように、 

世界の 夜明け を 見た 神です からね。」 

「しかし 泥 烏須は 勝つ 害です。」 

オルガンティノ は 剛情に、 もう 一度 同じ 事 を 云い 

放った。 が、 老人 は それが 聞えない ように、 こうゆつ 

くり 話し 続けた。 

わたし まえ さいこく うみべ ギリシャ 

「私 はつい 四 五日 前、 西 国の 海辺に 上陸した、 希臘の 

船乗りに 遇いました。 その 男 は 神ではありません。 た 



だの 人間に 過ぎない のです。 私 は その 船 乗と、 月夜の 

岩の 上に 坐りながら、 いろいろの 話 を 聞いて 来ました。 

目 一 つの 神に つかまった 話 だの、 人を豕 にす る 女神 

にんぎょ 

の 話 だの、 声の 美しい 人魚の 話 だの、 —— あなた は そ 

の 男の 名 を 知っています か？ その 男 は 私に 遇った 時 

から、 この 国の 土人に 変り ました。 今では 百合 若と 名 

乗って いるそう です。 ですから あなた も 御 気をつけな 

デ ゥ ス てんしゅき よ-つ 

さい。 泥 烏須も 必ず 勝つ と は 云われません。 天主教 

はいくら 弘 まっても、 必ず 勝つ と は 云われません。」 

老人 はだん だん 小声に なった。 

「事によると 泥烏須 自身 も、 この 国の 土人に 変る で 



しょう。 支那 や 印度 も 変った のです。 西洋 も 変ら なけ 

れば なりません。 我々 は 木々 の 中に もい ます。 浅い 水 

の 流れに もい ます。 薔薇の 花 を 渡る 風に もい ます。 寺 

の 壁に 残る 夕明りに もい ます。 どこに でも、 またい つ 

でもい ます。 御 気をつけなさい。 御 気をつけなさい。 

J 

その 声が とうとう 絶えた と 思う と、 老人の 姿 も 夕闇 

の 中へ、 影が 消える ように 消えて しまった。 と 同時に 

寺の 塔から は、 眉 を ひそめた オルガンティノの 上へ、 

ァヴェ • マリアの 鐘が 響き 始めた。 



南蛮 寺の パァ ドレ. オルガンティノ は、 —— いや、 

オルガンティノに 限った 事で はない。 悠々 と アビ トの 

裾 を 引いた、 鼻の 高い 紅毛人 は、 黄昏の 光の 漂った、 

架空の 月桂 や 薔薇の 中から、 一 双の 屏風へ 帰って 行つ 

なんばんせんに ゆうしん か 

た。 南蛮船 入津の 図 を 描いた、 三 世紀 以前の 古 屏風へ。 

さようなら。 パァ ドレ • オルガンティノ！ 君 は 今 

うみべ きんでい 

君の 仲間と、 日本の 海辺 を 歩きながら、 金泥の 霞に 旗 

を 挙げた、 大きい 南蛮船 を 眺めて いる。 泥 烏須が 勝つ 



おお ひるめむ ち よ-つい 

か、 大日 霎 貴が 勝つ か —— それ はま だ 現在で も、 容易 

に 断定 は 出来ない かも 知れない。 が、 やがて は 我々 の 

事業が、 断定 を 与うべき 問題で ある。 君 は その 過去の 

海辺から、 静かに 我々 を 見て い 給え。 たとい 君 は 同じ 

屛 風の、 犬を曳 いた 甲 比 丹 や、 日傘 を さしかけた 黒ん 

坊の 子供と、 忘却の 眠に 沈んで いても、 新たに 水平へ 

現れた、 我々 の 黒船の 火矢の 音 は、 必ず 古めかしい 

君 等の 夢 を 破る 時が あるに 違いない。 それまで は、 I 

—さようなら。 パァ ドレ • オルガンティノ！ さよう 

なら。 南蛮 寺の ウル ガンき 天 連！ 

(大正 十 年 十二月) 
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